
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成26年度から3年間実施してきた繁殖母豚に

おける生産性向上技術に関する研究に関して、こ

の度、得られた結果をもとにリーフレットを発行

いたしました。 

 内容は以下の２つの簡易測定器に関する構成と

なっています。 

 

１．深部膣内粘液電気抵抗測定器 

 母豚の深部膣内粘液電気抵抗値（VER値）の変

動が発情期前後の血中黄体ホルモンの動態と極め

て一致していることから開発されたものであり、

この測定器を利用することで、母豚の発情状態と

交配適期を数値で見極めることができます。測定

作業は、母豚がエサを食べている間に極めて短時

間に行え、とても容易です。 

 VER値は、発情兆候とともに平常値から急速に

低下し、最低値を示した翌日から上昇に転じます

が、この時が初回交配の目安とされています。そ

の後は、発情期の終息とともに平常値まで上昇し

横這いとなります。 

また、発情後の経日的な VER 値の流れは、受胎

豚では平常値のまま横這いとなるのに対し、空胎

豚では翌性周期（21日後）に向けて前回発情時と

同様の推移を示すことから、交配した母豚におけ

る翌性周期以前の早期妊娠診断に利用することも

可能です。このことから、不受胎豚の早期発見と

再発情を見逃すことなく確実に交配対応を行い、

空胎期間を短縮することに役立ちます。 

 

２．超音波画像妊娠診断装置 

 この装置は、交配した母豚の子宮内に発生する

胎嚢を画像でとらえることにより、妊娠状態であ

ることを確実に診断できるものです。この装置も、

母豚がエサを食べている間に短時間で診断するこ

とができ、操作性についてもとても簡単です。 

 胎嚢の発生は、早い個体で交配後 20日目あたり

から確認できるものもありますが、この時点では

まだ極めて小さく不明瞭なものがほとんどで、明

確に胎嚢が確認できて妊娠判定できるのは、交配

後 22日目以降でした。このとこから不受胎豚の発

見には、この装置による妊娠診断以外に母豚の陰

部観察等、発情兆候の確認作業も併せて行い、再

発情の見逃しを回避する対応が必要です。 
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母豚の繁殖管理技術に関するリーフレットを発行しました！ 
～簡易測定機器を利用した母豚の繁殖管理技術について～ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーフレット配布中！ 畜産研究所養豚課まで！  

 以上の内容について、このリーフレットでは更

に詳しく記載しています。ご希望の方は、畜産研

究所養豚課までご連絡いただければ送付いたしま

す。日々の繁殖管理作業の参考にしていただけれ

ば幸いです。 

        （養豚課 前坪副主幹研究員） 

 


